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３ 要旨

 県緑の文化財や県内の希少樹種等について、遺伝資源保存方法の検討を行った。マツ類は養生施設

内を高湿度に維持することにより、樹齢 400年の老齢樹からでもつぎ木によるクローン増殖が容易にでき

ることが分かった。 

 また、サクラ類は伸張の旺盛な枝にIBA 67ppm水溶液に浸漬したミズゴケを巻きつけた空中とり木によ

り、比較的老齢で樹勢の衰えた母樹からでも後継樹を確保できることが分かった。夏挿しの場合、１品種

ではあるが、養生施設内の空中湿度を高湿度に保ったうえで、従来の方法よりもさし穂を長く作り、葉を３

～５枚程度に調整することで高い発根率が認められた。
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